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本研究は、中学校における協調学習の実践について、また、高等学校における実践と教材等の整

理、効果的な使い方、指導計画への位置付け等について、有用な提言を行うものです。なお、教

科等の表記については略称を用いています。
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平成２６年度 調査研究

「協調学習の授業づくりに係る調査研究」

１ はじめに

県内の高等学校においては、東京大学 大学発教育支援コンソーシアム推進機構（CoREF）

との連携の中、「県立高校学力向上基盤形成事業」「未来を拓く『学び』推進事業」を通して、

協調学習※1 の研究が進められている。平成２６年度「未来を拓く『学び』推進事業」参加校（研

究推進校・研究協力校）は８９校、研究推進委員は２７７名と広がりを見せている。また、平

成２４年度より、高等学校初任者研修に協調学習による授業づくりの研修を導入し、平成２５

年度は２９８名、平成２６年度は２９１名の初任者が受講している。高等学校における協調学

習は埼玉オリジナルとして定着し、実践、教材ともに多くの蓄積がなされている。県内の中学

校においては、主体的な学びを促すために、平成２６年度から「『考え、話し合い、学び合う学

習』推進事業」を行っている。また、CoREF が提唱する「知識構成型ジグソー法※2」による協

調学習は、実践がはじまったところである。

２ 研究の目的

協調学習について、魅力ある授業実践が多く報告されている。しかしながら、これまでの実

践、教材等の整理については十分行われているとは言えず、協調学習の効果的な用い方等につ

いても研究途上であると言える。また、中学校での実践研究についても十分行われているとは

言えない状況である。そこで、改めて協調学習の授業づくりについての調査研究を行い、その

有用性について明らかにしていくことを、本年度調査研究の目的とした。中学校においては、

協調学習の授業実践例を開発・実践することを研究テーマとし、高等学校においては、これま

での協調学習の実践を改めて見直し、整理し、より効果的な指導について考えていくことを研

究テーマとした。

３ 研究の内容

⑴ 中学校における協調学習の実践についての調査研究（授業案の作成・実践等）

⑵ 高等学校での実践・教材等の整理、効果的な用い方、指導計画への位置付け等についての

調査研究

４ 研究の方法

１か年の調査研究とした。次の各教科等で研究協力委員を委嘱し、所員と協力して調査研究

を行う。

⑴ 中 学 校：国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、技術・家庭、外国語、道徳 

⑵ 高等学校：国語、地理歴史、数学、理科、外国語、家庭 

５ 研究実施計画

第１回 ６月２日（月） 全体会（調査研究報告、本年度調査研究の方向性について）

教科等別分科会（研究内容及び方向性、日程確認等）

第２回～４回 ６月～１１月 教科等別分科会（授業実践と教材等作成・整理）

第５回 １０月～１２月 研究のまとめ、報告書の完成
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№ 教科等 職名 氏 名 担当者

1 国 語 戸田市立笹目 中学校 教諭 廣川 隼志

2 国 語 戸田市立笹目 中学校 教諭 白石 光

3 国 語 戸田市立笹目 中学校 教諭 小竹 重雄

4 社 会 戸田市立笹目 中学校 教諭 尾畑 利都子

5 社 会 戸田市立笹目 中学校 教諭 久保田 紘弥

6 社 会 戸田市立笹目 中学校 教諭 渡辺 健太

7 数 学 戸田市立笹目 中学校 教諭 矢作 浩章

8 数 学 戸田市立笹目 中学校 教諭 栗原 徹

9 数 学 戸田市立笹目 中学校 教諭 越山 公憲

10 数 学 戸田市立笹目 中学校 教諭 武田 悠希

11 理 科 戸田市立笹目 中学校 教諭 長野 真吾

12 理 科 戸田市立笹目 中学校 教諭 水村 孝

13 理 科 戸田市立笹目 中学校 教諭 久保 慶

14 理 科 戸田市立笹目 中学校 教諭 国分 康太

15 音 楽 戸田市立笹目 中学校 教諭 山田 宜広 高橋（成）

16 美 術 戸田市立笹目 中学校 教諭 吉田 真梨 小林

17 保健体育 戸田市立笹目 中学校 教諭 幸山 年宏

18 保健体育 戸田市立笹目 中学校 教諭 増田 周平

19 保健体育 戸田市立笹目 中学校 教諭 飯田 有希

20 技術・家庭 戸田市立笹目 中学校 教諭 神田 安幸

21 技術・家庭 戸田市立笹目 中学校 教諭 小松 祥子

22 外国語 戸田市立笹目 中学校 教諭 春山 敦

23 外国語 戸田市立笹目 中学校 教諭 寺尾 三枝

24 外国語 戸田市立笹目 中学校 教諭 福士 直子

25 外国語 戸田市立笹目 中学校 教諭 河合 昌好

26 道 徳 戸田市立笹目 中学校 教諭 菊地 孝徳

27 道 徳 川口市立仲町 小学校 教諭 髙橋 伸治

28 道 徳 川口市立榛松 中学校 教諭 若林 尚子

28

№ 教 科 職名 氏 名 担当者

1 国 語 戸田翔陽 高等学校 教諭 天野 拓也

2 国 語 春日部女子 高等学校 教諭 筧 美和子

3 国 語 南稜 高等学校 教諭 千代 卓行

4 地歴公民 川越 高等学校 教諭 水村 晃輔

5 地歴公民 川越初雁 高等学校 教諭 渡邊 大地

6 数 学 川越初雁 高等学校 教諭 中村 憲昭

7 数 学 吉川美南 高等学校 教諭 嶋村 元太郎

8 数 学 所沢北 高等学校 教諭 櫻 泰樹

9 理 科 南稜 高等学校 教諭 奥間 美穂

10 理 科 川口東 高等学校 教諭 大塚 一紀

11 理 科 上尾鷹の台 高等学校 教諭 若林 剛

12 外国語 熊谷 高等学校 教諭 野澤 澄子

13 外国語 越ケ谷 高等学校 教諭 飯田 勇人

14 家 庭 不動岡 高等学校 教諭 君塚 智恵美

15 家 庭 新座総合技術 高等学校 教諭 宮部 節子

安元

柳

市川

平成２６年度調査研究「協調学習の授業づくりに係る調査研究」【中学校】
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湯浅

平成２６年度調査研究「協調学習の授業づくりに係る調査研究」【高等学校】
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７ 各教科等の取組

各教科等の取組は以下のとおりである。

教科等 単元名・題材名 取り組んだ内容

中
学
校

国 語

状況を読む

「挨拶─原爆の

写真によせて」

「戦争と平和」について考え、意見文を書くこと

をゴールとした。前段階として３編の詩を読み、

自分の考えを深めた。

社 会

日本の諸地域

「 関 東 地 方 ～

さまざまな地域

と結びつく人々

のくらし」

「首都東京の特色をとらえよう」という課題に対

し、様々な事象を生活と結び付け、エキスパート

資料の内容を関連させ、理解を深めた。

数 学 「平行と合同」

「多角形の内角の和をいろいろな方法で求めよ

う」という課題に対し、小学校での既習事項を基

に、数学的な思考力・表現力の育成を目指した。

理 科 「生命の連続性」

「彩のかがやき、赤米、ゴールデンライスのどれ

を一番他人にすすめたいか」という課題を設定し、

タブレットを活用しながら活動した。

音 楽

「合唱をみんな

で創ろう

(合唱祭を成功

させよう)」

生徒の主体的学習を目標に、第３～５校時に協調

学習を導入し生徒の思いや意図を明らかにし、そ

れをもとに第６～８校時に表現の工夫を図った。

美 術

「中岡慎太郎の

魅力を探ろう！」

Ｂ鑑賞

学区内にある野外彫刻について、その価値や魅力

を感じ取る授業を行った。「色、形、イメージ」の

エキスパート資料をもとに、話合い活動を行った。

保健体育

「体つくり運動」

（体力を高める

運動）

体力の必要性や体力を高める運動を理解し、体力

つくりの実践をねらいとし、協調学習を通して、

互いに関わり合い、体力向上の意義等を学ばせた。

技術・家庭

＜技術分野＞

「生活を豊かに

するものをつく

ろう！」

＜家庭分野＞

「 こ れ か ら の

食生活～理想的な

食 事 の 献 立 を

考えよう～」

生活を工夫し創造する能力を育む学習において協

調学習を取り入れ、習得した基礎的・基本的な学

力を統合する活動を通して、課題解決を図った。
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教科等 単元名・題材名 取り組んだ内容

中
学
校

外国語

①「シャンゲ先生

に ぴ っ た り の

ボーイフレンド

を探そう」

②Program 6

A Work Experience

Program

「聞くこと」「話すこと」「読むこと」という技能

の統合的な活用を目標に、タブレットを用いて生

徒の興味関心を高め、学び合う場面を作り出した。

道 徳
「心のパス交換」

２－（５）寛容

「チームメイトの言動に対して寛容になれるか」

という課題に対し、登場人物３人の視点でエキス

パート活動を行い、理由を話し合い、整理した。

教 科 研究テーマ 取り組んだ内容

高
等
学
校

国 語

国語科における

協調学習の授業

づくりの視点を

探る

協調学習に係る教材の整理をし、それをもとに、

指導計画上の位置づけ、メインになる問とエキス

パート資料との関わり方を分析した。さらに評価

について言及し、教材作りのヒントを提案した。

地理歴史

地 理 歴 史 科 に

おける協調学習

実践上の課題と

今後の発展的展開

に向けた提案

精力的に協調学習の手法による授業実践を重ねて

きた推進委員とともに、これまで蓄積されてきた

協調学習の授業案等を、改めて整理、分析し、よ

り効果的な活用に向けて調査研究を進めた。

数 学

数学科における

協調学習の教材

類型と指導計画例

の提示

調査研究委員が作成した授業デザイン案や、今ま

で蓄積された授業案を分析、分類することで、数

学科における協調学習のスタイルを見つけた。そ

れをもとに、各単元の指導計画例を作成した。

理 科

使 用 し や す い

授 業 案 の 開 発

及びジグソー法

についての総括

既存の授業案の中からいくつか取り上げ、初めて

協調学習に取り組む際に、どの学校でも取り組み

やすい形に改訂した。また、総括として知識構成

型ジグソー法についても考察した。

外国語

外 国 語 教 育 に

おける協調学習の

課題とストラテジー

外国語教育における協調学習の課題について、こ

れまでの教材や振り返り、また、研究授業の報告

内容等を検証し、その課題を整理した。その上で、

改善に向けたストラテジーについて考察した。

家 庭

家庭科における

協調学習の授業

づくりと活用法

これまでの授業案を分類し、内容ごとに活用でき

るようまとめた。また、指導計画の中で効果的に

活用できる時期を示し、授業デザイン案を作成す

る際の手順や留意点も示した。
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８ 成果と課題

⑴ 中学校 

各教科とも協調学習の導入により、生徒が主体的に学習し、難しい問題に対峙していく姿

が見られるという成果があげられた。教師にとっても授業の構築は苦労したが、単元等への

新たな視点を持つことができたことも効果の一つである。しかし、資料作成に時間がかかる、

話し合った内容をどのように表現させ、まとめさせるかなどの課題が残っている。今後、協

調学習をより効果的に実践するためには、年間指導計画に位置付け、適切な時期、適切な単

元や題材を決め、各教科の目標を達成できるように、より一層の教材研究が不可欠となって

くるであろう。音楽における研究では、合唱の授業に協調学習を導入し、エキスパート活動

やジグソー活動を通して話合いを深めることができた。その結果、言語活動の充実が図られ、

生徒も「自分たちのクラスの合唱を仕上げよう」という意欲が高まっていった。また、表現

についても、自分たちで考え、判断し、表現を工夫するなど、以前よりも主体的な学習が高

まっていった。詳しい内容については、各教科ごとの成果と課題を参照されたい。

⑵ 高等学校 

各教科とも、これまでの授業実践や教材等を整理することで、様々な内容の実践例に触れ

ると同時に、既存の指導案の多くが、自校の生徒に合うように手を加えることで、教材作成

の時間を短縮し数多くの実践を可能とすることがわかった。また、今までの実践をもとに、

はじめて協調学習に取り組む教師が、円滑に授業展開ができるよう授業案や指導計画例の提

言を行うことができた。協調学習は、実際に取り組んでみると、教師にとっても新たな気づ

きが多く、生徒の学ぶ姿勢や意欲が著しく主体的になることが、各教科から多く寄せられた

意見である。英語における研究では、これまでの協調学習に係る教材と振り返りシート、ま

た、公開研究授業の報告等を検証し、協調学習に係る課題を整理することで、外国語による

円滑な言語活動や教材作成、また、授業のストラテジーを提言することができた。協調学習

を導入することで、豊かな言語活動とともに生徒主体のコミュニケーションに大きな効果を

見出すことができる。また、教師にとっても、授業の振り返りによって、更なる授業改善へ

の取組につなげられる。詳しい内容については、各教科ごとの成果と課題を参照されたい。

７ おわりに

協調学習について、これまでの教材を整理、分類し、複数の観点から考察を加えてみると、

各教科とも教材づくりについて進んだ段階に入った印象を受ける。数の上でも、実績の面でも

多くの蓄積がなされてきている。知識構成型ジグソー法をうまく機能させるためには、まず教

師が授業のねらいをしっかりと持ち、明確に示す必要がある。課題設定については、誰でも興

味・関心の持てるもので、教材の面白さを最大限に引き出せるものを選ぶことが重要である。

一方、問についても十分に精選する必要がある。エキスパート活動の中では、課題に取り組む

ことを通して、共に学び合い、試行錯誤しながら内容理解を深めることができる。また、ジグ

ソー活動では、共に意見を出し合い、他者の考えに気づいたり、自らの力に気づいたりと、新

たな「気づき」につなげることができる。コミュニケーション能力、関心・意欲・態度につい

て、ますますクローズアップされている現在の学習活動において、協調学習にはさまざまな可

能性が含まれている。私たちはこうした「生徒の主体的な学び」に、より注意を払う必要があ

る。これからも継続的に、よりよい「生徒の学び」を探っていきたい。

※1 協調学習：‘collaborative learning’の訳語として CoREF が採用している用語であり、本報告書では、学びのイメージを

表現する言葉や授業形態を意味する言葉として使用しています。

※2 知識構成型ジグソー法：埼玉県の協調学習の授業づくりで用いてきた授業法です。詳しくは当センター発行の「埼玉教育第5 号

平成27 年 1 月 No.771」やCoREF のWeb サイト（http://coref.u-tokyo.ac.jp/）を参考にしてください。
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【中学校 国語】

１ 成果と課題

（１） 成果

本教材は、複数の角度から、「戦争」に関する詩を読み、友だちと意見を交流する中で、「平

和」について自分の考えをもつことをねらいとしている。

生徒は、小学生の時から、戦争に関する文章を読んできているものの、まもなく戦後７０

年を迎えようとしている現在、戦争は生徒の感覚から遠い存在になっている。

しかし、本教材を実践したところ、学習前に比べ、戦争を自分の問題として考えるように

なった。エキスパート活動では、話合いが深まらなかったが、ジグソー活動では、教材を「自

分の身近なもの」として、または、「現代社会が抱える問題」として考えるようになった。

それは、発言の内容や終末部分で課した意見文において見られた。

「『戦争と平和』について意見文を書くこと」をゴールに据え、意見文を書く事前の段階

に協調学習を取り入れたことで、生徒の書く意欲が高まった。また、技能面においても、書

きたい内容を精選し、今まで使用したことがない語彙を選ぶ様子が見られた。今回の学習で、

授業は一度完結するが、他の教材を読む際や日頃の読書の中でも、学習指導要領の「読むこ

と」の指導事項である「人間や社会などについて考え、自分の意見をもつこと」の視点を意

識して読むことが、生徒に身に付いたと考えられる。

（２） 課題

① 国語科の目標との関わり

学習指導要領の国語科の目標では、文学的文章を読む際、「内容や要旨を的確にとらえ

ること」が求められる。そこで、作者の思いが表れている文や言葉、語句の使い方（文末

表現、助詞・助動詞の使い方など）を丁寧に探り、叙述に基づいた読みをすることが大切

であるが、協調学習を行うことで、言葉にこだわる授業から離れることが懸念される。

② 評価

学習活動において適切な評価が求められる。単に、授業前と授業後で、意見文の行数が

増えたことや話合いの中で説明ができるようになったことだけではなく、考えを表現する

のに必要な語彙、押さえるキーワード、キーセンテンスを生徒が確実に身に付けているか

を見届けることが課題である。

③ 話合いのために、効果的な課題の設定が重要である。答えがすぐに見つかるような課題

ではなく、生徒の考えを多様に引き出せる課題、話し合う価値のある課題の設定が協調学

習の生命線となる。適切な課題の与え方を吟味する必要がある。

２ 今後の展望

（１） 協調学習に有効な学習活動

国語科においては、「テーマ（「戦争」「友情」など）を設定し、そのテーマに基づいた資

料文を読むこと」や、「ある作者について複数の作品を比較して読むこと」などの学習活動

が有効だと考えられる。配慮したいこととして、言葉には作者の思いが込められており、資

料文を省略することの無いようにしたい。そのような意味では、和歌や詩といった韻文の学

習は作者の考えが凝縮されているため、中学生にとっては、扱いやすい教材だと考える。

（２） 思考を表現する時間を確保

考えたことを言葉で残すこと（文章や発言）が必要である。それは、教師が生徒の変容を

知るためでもあるが、同時に、生徒が考えを整理するための手段として大事な活動である。

また、クロストークの場面では、順番に経過を発表するだけではなく、疑問や提案などを

キャッチボールしながら、考えを確認あるいは変容させていく場面を確保したい。
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第３学年５組 国語科学習指導案

平成 26 年 10 月 15 日（水）第 5 校時

戸田市立笹目中学校 3 年 5 組

在籍生徒数 男子 16 名 女子 17 名

指導者 教諭 廣川 隼志

１ 単元名・教材名 状況を読む 「挨拶－原爆の写真によせて」

２ 単元について

（１）指導観

まもなく戦後 70 年を迎え、戦争の悲惨さや戦時中の苦労などが薄れている現代社会。集団的自衛

権の問題や中国との領土問題で国民全体の平和に対する関心が強まっている。そんな中、戦争を題材

とした詩を教科書で扱う。詩の奥深さや作者の思いに迫っていくことはもちろん、その学習を通して、

戦争と平和についてこれからの次代を担う中学生にしっかりとした意見を持ってもらいたい。詩の読

解から現代社会が抱える問題についても関心を持たせるように指導していきたい。その上で、自分の

考えを書き、交流をする中で、現代社会について考えたことの深まりを見届けたい。

（２）教材観

この教材は、義務教育最終学年にふさわしく、戦争による原爆投下という厳しい状況下に置かれた

人間の姿が描かれている。その人間の心情を読み深めるにあたり、時代背景や本文で使用されている

語句・表現の効果などに注意して読む必要がある。作者が戦争という時代背景と今の平和な状況をど

のように対比的にとらえ、現代を生きる人間にどういう警鐘を鳴らしているのかを読み取らせ、戦争

と平和について生徒自身の意見を考えさせることができる教材である。

（３）生徒観

本学級生徒の国語についての学力分析によると、説明文読解についてはある程度の力がついている

が、物語文の読解、特に登場人物の心情理解について苦手であるという結果が出ている。文字として

表出していることについて論理的な思考を持ち合わせているが、反面、文字として現れていない細か

な部分について想像をつなぎ合わせることが苦手だということである。詩というジャンルは「書いて

いない部分をいかに読み取っていくか」が問われるものなので、想像力をつけさせるには適した教材

であると言える。また、発言が一部の生徒に集中している傾向もあるので、協調学習を取り入れるこ

とで、全生徒が教材に真摯に向き合い、考えを深めていけることが期待できる。

３ 単元の目標及び評価規準

（１）単元の目標

・詩に込められた作者の思いをとらえ、人間や社会について自分の考えを深めようとしている。

（関心・意欲・態度）

・作者のものの見方や考え方が表れている表現に着目し、人間や社会について考え、意見文を書くこ

とができる。 （書くこと）

・詩に表現されている内容を、現実世界のあり方と対応させながら読むことができる。

（読むこと）

・文脈の中における語句の効果的な使い方、表現上の工夫に気づき、自分の表現に生かすことができ

る。 （伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項）
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（２）単元の評価規準

ア 国語への関心・意欲・態度 ウ 書く能力 エ 読む能力 オ 言語についての知識・理解・技能

単
元
の
評
価
規
準

・詩に込められた思い

を受け止め、感想をも

ち、交流して考えを深

めようとしている。

・人間や社会について話

し合ったことをもとに、

自分の考えを深め、意見

文を書いている。（ア）

・文脈の中における語句の

効果的な使い方など、表現

上の工夫について注意し

て読んでいる。（ア）

・文章を読んで社会につい

て考え、自分の考えをもっ

ている。（エ）

・言葉の変化や世代によ

る言葉の違いを理解して

いる。（イ (ァ)）

・使われている語句の使

い分けに注意し、語感を

磨き語彙を豊かにしてい

る。（イ (ィ)）

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準

①置かれた状況を想像

しながら読み、筆者の

思いや主題をとらえよ

うとしている。

②人間や社会のあり方

について自分の考えを

深めようとしている。

①人間や社会について

自分の考えをもち、意見

文を書いている。

②話し合ったことを生

かしながら、文章に自分

の考えを書いている。

①詩に表されている内容

を、現実世界と対比させな

がら読んでいる。

②作者のものの見方や考

え方が表れている語句や

表現に着目し、読んでい

る。

①詩に用いられている語

句に着目し、文脈から語

彙をとらえている。

②自分の考えを表現する

のに、適切な語彙を用い

ている。

４ 指導計画 （本時３/４時）

段階 時 学習活動 ○指導上の留意点 ●評価規準・評価方法

導入

１

２

詩の内容について捉える

・学習の見通しを持つ。

・原爆について知る。

・「挨拶」という題名の意味について考

える。

・「りつぜん」とした意味について考え

る。

・第六連の内容について考える。

・「油断」の意味について考え、話し合

う。

○「人間や社会について考える」ことを確

認する。

●ノートの記述

○原爆についての知識、歴史的事実をおさ

える。

○第三連の内容から、この詩が「挨拶」と

いう題名であることを考えさせる。

●ノート記述、発言

○「りつぜん」の意味と、「その顔」が指す

ものを確認する。

○今の平和が続くことを当然と思っている

自分に気づき、「りつぜん」としたことを

捉えさせる。

●「りつぜん」の意味を詩に即して理解し

ている

○作者が警告の対象にしているのは、私た

ち現代の読者であることに気づかせる。

○詩の中で使われている「油断」の意味を

理解させる。

●詩の中で出てくる「油断」について理解

している
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展開 ３

協調学習を通して、戦争と平和についての理解を深める

・協調学習を行う。

エキスパート活動

３つの詩をそれぞれ３種類のグルー

プに提示し、詩の内容を読み深める。

ジグソー活動

クロストーク活動

○難しい語の言い回しは机間指導をしなが

ら、支援する。

○表現技巧の視点も重視させる。

○話が「戦争の悲惨さ」にとどまらず、現

代社会についても考えを広げ、私たちの

果たす役割を考える。

○多様な考えが出るように指名を意図的に

する。

●しっかりと話合いに参加していたか。

●「戦争と平和」に対する自分の意見をし

っかりと持つことができたか。

（発言、ワークシート）

まとめ ４

社会についての考えを深め、意見を発信する

・作者が作品に込めたメッセージを考

え、現実の社会問題と関連させなが

ら話し合う。

・「戦争と平和」について意見文を書き、

クラスで交流する。

○原爆に限らず、広く私たちの生活に潜む

危機と関連させる。

○犠牲者への哀悼や鎮魂ではなく、日常に

隣り合っている危うさを訴えていること

が主題であることを確認する。

○今までの内容を踏まえ深く考えさせる。

●自分の意見と他人の意見を相互に踏ま

え、しっかりとした意見文を書くことが

できているか。

５ 本時の展開

→CoREF「知識構成型ジグソー法を用いた協調学習授業 授業案」に記載
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東京大学 大学発教育支援コンソーシアム推進機構（CoREF）

知識構成型ジグソー法を用いた協調学習授業 授業案

学校名： 戸田市立笹目中学校 授業者： 廣川 隼志

教材作成者： 廣川 隼志

授業日時 平成２６年１０月１５日（水） 教科・科目 国 語

学年・年次 第３学年 児童生徒数 ３３名

実施内容 詩を読んで平和について考える
本時／この内容を

扱う全時数
３／４

教科書及び

教科書会社
教育出版(平成 14 年度版)・光村図書（平成９年度版）

授業のねらい（本時の授業を通じて児童生徒に何を身につけてほしいか、この後どんな学習につ

なげるために行うか）

複数の角度から、「戦争」に関する詩を読み、友達と意見を交流することで、「平和」

について自分の考えをもつ。

メインの課題（授業の柱となる、ジグソー活動で取り組む課題）

「戦争」「平和」について自分の考えをもとう。

児童生徒の既有知識・学習の予想（対象とする児童生徒が、授業前の段階で上記の課題に対して

どの程度の答えを出すことができそうか。また、どの点で困難がありそうか。）

小学校や中学校１・２年時に、「戦争」に関する文学的文章を読んでいるので、時代背

景や「平和」に対する思いを多くの生徒がもっていると思われる。

しかし、筆者独特の語の使い方や比喩に抵抗を感じたり、「詩」という凝縮された世界

に込められた筆者の思いを読んだりすることに困難を伴う生徒もいると思われる。

期待する解答の要素（本時の最後に児童生徒が上記の課題に答えるときに、話せるようになって

ほしいストーリー、答えに含まれていてほしい要素。本時の学習内容の理解を評価するための規準）

「戦争」に関する詩を三つの視点から読み、交流することで、作者が伝えたいことを読み

取り、「戦争」の悲惨さや「平和」の大切さ、「人間らしさ」「生きることの意味」など

について自分の考えをもつ。さらに、「被爆国である日本として、果たす役割は何か」を

考えさせたい。

それぞれの詩は、「原爆」について、被爆者の視線で直接訴える詩、第三者の視点から

被爆者の声を吸い上げる詩、被爆直後の壊れたビルディングの負傷者たちを描く情景から

「戦争の悲惨さ」とともに「新たな命」を生み出す「生」と「死」という相反するものを

取り上げる詩から、「戦争」と「平和」についてじっくりと作品に向かい合わせたい。

多彩な表現技巧や詩の特徴からも、主題に迫れると考えられる。筆者独特の比喩、倒置

法・体言止め・繰り返しの表現やカタカナ表記の語、また語り手の位置や詩のもつリズム

に注目することで、筆者の思い、被爆国である日本のみならず、第二次世界大戦後も依然

として起こる「紛争」や「戦争」の無意味さ、「命の尊さ」にも気付かせたい。
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各エキスパート＜対象の児童生徒が授業の最後に期待する解答の要素を満たした解答を出すため

に、各エキスパートで抑えたいポイント、そのために扱う内容・活動を書いてください＞

エキスパートＡ「水ヲ下サイ」原民喜（教育出版「中学国語３」Ｈ１４年度版）

被爆直後、「水ヲ下サイ」「死ンダハウガマシデ」という人間らしさを失った人々の苦

しみの声を受け取り、「戦争の悲惨さ」と二度と同じ悲劇を繰り返してはならないという

メッセージを詩から読み取る。

エキスパートＢ「ヒロシマ神話」嵯峨信之（光村図書「国語３」Ｈ９年度版）

今なお残る戦争の爪痕から、原爆によって一瞬のうちに石段の影となった被爆者のさま

よう魂の声に耳を傾け、「戦争の悲惨さ」「人間らしさとは何か」を考え、後世に語り継

いでいく姿勢をもつ。

エキスパートＣ「生ましめんかな─原子爆弾秘話─」栗原貞子（栗原貞子詩歌集）

原爆によって「死」に直面している絶望の淵から、その困難にも負けず「希望（＝命）」

を生み出す人間のたくましさと自分の命と引き替えに新しい「命」を生み出し、「命のリ

レー」を果たす人間の崇高さに気付く。

ジグソーでわかったことを踏まえて次に取り組む課題・学習内容

・作品に込められた思いを、次時の学習である朗読や文章に生かすことができる。

・学習後も「戦争」や「平和」、「命の尊さ」について考える姿勢を、他の教材と関連さ

せながら、考えることができる。

本時の学習と前後のつながり

時間 取り扱う内容・学習活動 到達して欲しい目安

夏休み ・夏休み中、「戦争」に関するニュース、

ドラマ、映画、本などから、「戦争」に

ついて意識をする。

・日本人として、「平和」について自

分の考えをもつことができる。

これ

まで

・既習の教材から、「戦争」・「平和」

について考えたことを振り返る。

・学習の目的について知る。

・既習の教材をもとに、自分の体験や

考えを話すことができる。

・学習の目的を知り、学習計画を立て

る。

前時 ・教科書の詩を音読する。

・難解句や表現技巧について学ぶ。

・作者の伝えたいことを読み取る。

・次時の学習が進められるよう、本時

で学習の進め方について知る。

本時 ・三つの詩から、筆者の伝えたいことを

話し合う。

・既習事項を生かし、作者の伝えたい

ことを読み取る。

・表現技巧や詩の特徴からも、主題に

ついて考えを深める。

次時 ・読み取ったことをもとに意見文を書く。

・「戦争」・「平和」をテーマに自分の

考えを書く。

・読み取ったことを生かした文章を書

くことができる。

この

後

・学習後も他の教材や日常生活で「戦争」

や「平和」、「命の尊さ」について考え

る。

・今回の学習がきっかけとなり、「戦

争」や「平和」、「命の尊さ」につい

て考え、行動を起こすことかできる。

上記の一連の学習で目指すゴール

中学３年生という義務教育終了を控えた生徒たちに、社会の一員として自分の考えをも

ち、発信していく力をもたせる。
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本時の学習活動のデザイン

時間 学習活動 支援等

３分

５分

１０分

２０分

１０分

２分

１ 本時の学習のめあてと学習の流れに

ついて確認する。

２ 各自、担当する詩を音読し、筆者が

伝えたいこと、気付いたこと、分から

ないことをメモする。

３ エキスパート活動を行う。Ａ～Ｃの

３班に分かれ、学習する。

４ ジグソー活動を行う。

５ クロストーク活動を行う。

６ 学習のまとめと次時の学習について

話をする。

・前時の学習を生かし、本時の学習を

進めることを確認する。

・文脈から語彙をとらえるように促

す。

・叙述をもとに筆者の伝えたいことを

読み深めさせる。

・比喩や繰り返しの言葉、カタカナ表

記、詩の特徴、詩のもつリズムに気づ

かせ、筆者の思いをさらに深めるよう

喚起する。

・キーワードを示し、期間指導をする

ことで、話合いの支援をする。

・話合いの活動を多く持てるよう時間

配分に気をつけさせる。

・エキスパート活用同様、表現技巧の

視点も重視するよう助言する。

・「戦争の悲惨さ」だけにとどまらず、

現代を生きる私たちの役割について

考えが広がられるように促す。

・多様な考えが出るよう、指名を意図

的に行う。

・本時の学習を生かし、次時の学習に

取り組むことを伝える。

グループの人数や組み方

○エキスパート活動は、３人（エキスパートＡ～Ｃ各一人ずつ）グループで行う。

○これまでの学習状況から、話合いがスムーズに進むように、班編成について配慮する。

○日頃から、学習リーダーを育てるとともに、誰もが話合いを進行できる力量を身に付け

させる。

エキスパートＡ

「水ヲ下サイ」（原民喜）

エキスパートＢ

「ヒロシマ神話」（嵯峨信之）

エキスパートＣ

「生ましめんかな」（栗原貞子）
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【中学校 社会】

１ 成果と課題

（１） 成果

２学年の地理的分野において、「関東地方では他の地域とどのように結びついているのだ

ろうか」という学習課題を設け、「首都東京と各地との結びつきが強い理由」、「各地との結

びつきによって産業が発展した理由」、「東京が世界への窓口となっている理由」からそれぞ

れ考え、課題にせまる授業を実践した。この実践からは２つの大きな成果が見られた。

① 主体的に学ぶ

まずは、この実践を通して、地理的事象の特色や事象間の関連に目を向け、意欲的に学ぼ

うとする生徒が増えたことが成果である。

知識構成型ジグソー法による授業では、生徒が主体的に学習に取り組むことができる。本

実践においても、その良さを十分に生かすことができたと言える。例えば、エキスパート活

動の中では、生徒たちが共有する問題を解決するために、配布された資料だけでなく、教科

書や資料集、辞書なども用いながら積極的に学習活動に取り組んでいる姿が見られた。次の

ジグソー活動でも、仲間に「伝えなくてはいけない」という気持ちから、「伝えたい」とい

うより自発的・能動的な意識に変わり、資料の内容をしっかりとらえようと努力しながら取

り組んでいる姿が見られた。

これら一連の活動から生徒は、自分のものになった知識を相手に伝え、また相手からも知

識を受け取り、自分の知識を再構成していくという探究的な学びを実感することができた。

② 協働的に学ぶ

もう一つの成果は、一人ではできないことでも仲間となら解決できる協働的な視点に立っ

て、他者とかかわりながら難しい問題に対峙していく姿が見られたことである。

これらは、生徒の基礎的・基本的な知識・技能の習得のみならず、思考力・判断力・表現

力やコミュニケーション能力、協調性など、これからの社会の中で必要とされている資質・

能力を身に付けていくことにつながると感じた。

（２） 課題

「首都東京の特色をとらえる」上では、エキスパート資料の内容をどのようにするのかと

いうことが課題となる。特色となる要素がかなり拡散することから、何を重点化したり、焦

点化したりするかを考えさせることが難しい。データの見やすさ、内容の難易度、読み取り

や思考する時間の長さ、クロストークにおいて生徒同士が学び合うための方法や時間等、検

討していく必要がある。また、資料作成のための情報の収集や吟味には、かなりの時間と労

力も必要となる。

２ 今後の展望

今回の実践を通して、かかわった教職員が知識構成型ジグソー法の流れや形を理解できたこと

に大きな意味を感じる。この知識構成型ジグソー法を実際に年間指導計画に位置付けるためには

指導方法として知識構成型ジグソー法が適しているかを見極めた上で、取り入れる単元を精選す

ることが第一である。さらに資料づくりや教材研究を行うための時間の確保や、近隣校との共同

研究の実施等も検討していく必要があると考える。

今後も継続的に授業実践を行いながら、知識構成型ジグソー法について、県内外に広めていき

たい。
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第 2学年 2組 社会科学習指導案

平成２６年１０月１５日（水）第５校時

戸田市立笹目中学校 ２ 年 ２ 組

在籍生徒数 男子２０名 女子１９名

指導者 教諭 尾畑 利都子

１ 単元名 第２編 日本のさまざまな地域

第３章 日本の諸地域

５節 関東地方 ～さまざまな地域と結びつく人々のくらし～

２ 単元について

（１）指導観

歴史に比べて地理を得意としている生徒が少ない状況である。理由を聞いてみると「地理は

覚えることが多い」「歴史は流れがあって理解しやすい」というものが多かった。これは地理

で扱う地理的事象が多いことが生徒にとって負担になっていることが考えられる。さらに、そ

れらの地理的事象に関連性を見出しにくいことが地理に対する苦手意識が生じている原因だ

と考えられる。そこで、基礎的な知識を定着させたあとはそれらをいかして課題を設定し、因

果関係や関連性を重視した授業を展開することで、地域の特徴をとらえられるようにしていく。

また、興味・関心をもてるように生徒自身の生活と結び付く地理的事象を取りあげたり、地図

帳、資料集、ＩＣＴを効果的に活用したりして、実感をもって地理的事象をとらえられるよう

に学習を展開していきたい。

今までの授業を通して、資料を読み取る力はついてきている。しかし、複数の資料との関係

を考えたりする学習には苦手意識をもっている生徒が多い。よって、協調学習の手法を用い、

生徒それぞれが教え合い、学び合う場を通してさまざまな読み取りの視点に触れられるように

する。また、エキスパート活動の時間を十分にとることで、ジグソー活動で自分の伝えたいこ

とに自信をもって表現できるようにしていく。

（２）教材観

本単元は、中学校社会科学習指導要領の２内容の（２）のウ（キ）に位置付けられるもので

ある。日本をいくつかの地域に区分し、それぞれの地域の特色ある地理的事象やことがらを他

の事象と関連付けて追究する活動を通して、日本の諸地域の地域的特色をとらえさせることを

ねらいとしている。また、学習指導要領の内容の取り扱いにもあるように、それぞれの地域の

「自然の特色」「産業の特色」などの項目を羅列的、並列的に取り扱うことは地域的特色を生

徒に理解させることが困難となるため、指導にあたっては「地域の特色ある地域的事象やこと

がらを中核として、それを他の事象として有機的に関連付けて、地域的特色を追究すること」

とし、動態的に扱うようになっている。

関東地方の学習では、（キ）他地域との結び付きを中核とした考察の仕方を設定し、他地域

と結び付いて発展してきた関東地方の地域的特色をとらえ、その成り立ちと変容をとらえてい

く。地域同士の結び付きを考える場合は、どのような要素で地域同士が結び付いているのかと

いう視点が重要になる。その視点として、人口、産業、情報、交通などの観点からさまざまな

事象を身近な生活とのかかわりに触れながら、生徒の関心を高められるような学習を展開して

いく。

（３）生徒観

本学級はおとなしく、落ち着いた性格の生徒が多い。授業中は一問一答形式の質問に対する

挙手は多いが、自分の意見を述べたりする発問に対しては消極的になってしまう傾向が見られ

る。また、挙手をする生徒が固定化されてしまっている。

アンケートによると「地理の授業は好きですか」という問い対して「好きまたはどちらかと

いうと好き」と回答した生徒が５８．３％であり、「嫌いまたはどちらかと言えば嫌い」とい



中学校社会 - 3 -

う生徒を僅かながら上回っている。嫌いな理由としては、「語句や用語が覚えにくい」、「覚え

ることが多い」などを挙げている。また、「グラフの読み取りは得意ですか」という問いに対

しては「得意・どちらかというと得意」と回答している人は７０．２％であった。

アンケートの結果から、資料の読み取りに対して抵抗を感じている生徒は昨年よりも減って

きている。定期テストでの正答率も高い。しかし、複数の資料を比較したり、関連性をとらえ

たりする学習になると自分の意見や考えに自信がもてない生徒もいるので、協調学習を通して

内容を分かりやすくまとめ、相手に的確に伝える力を身に付けられるようにしたい。

３ 単元の目標及び評価規準

（１）単元の目標

関東地方の自然環境、人口、産業等に関するさまざまな資料を収集し、有用な情報を適切に

選択して白地図や相関図などにまとめ、さらに他地域との結び付きに着目しながら多面的・多

角的に調べ、考察することで関東地方の地域的な特色をとらえる。

（２）単元の評価規準

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

・関東地方の自然環境、人

口、産業等について概観す

る中で、他の地域との結び

付きについて関心を持ち、

その特色を意欲的に追究し

ようとしている。

・他地域との結び付き

に着目し、関東地方の

地域的特色を多面的・

多角的にとらえ、その

過程や結果を適切に表

現している。

・地図や統計、写

真などの資料から

関東地方の地域的

特色についての情

報を適切に選択

し、まとめている。

・関東地方にお

ける自然環境・

人口・産業など

の基礎的・基本

的な知識を身に

付けている。

４ 指導計画（本時４／５）

段階 時 学習活動・学習内容

評価の観点 ・指導上の留意点

○◇□☆ 評価規準

【評価方法】
関

○

思

◇

技

□

知

☆

導入 １

関東地方をながめて①

「関東地方の生活の舞台」

・地図などから関東地方の地形を

確認する。

・写真や映像をもとに特色を概観

する。

・白地図に書き込む作業などを通

して自然環境、気候などの特色

をまとめる。

○

・ＩＣＴを活用し、映像や写

真を使用して意欲的に取

り組めるようにする。

□地図や写真、雨温図、グラ

フなどから関東地方の自

然環境の特色を読み取っ

ている。【観察・ﾜｰｸｼｰﾄ】

導入 ２

関東地方をながめて②

「関東地方の人々の営み」

・関東地方の人口や産業の特色を

分布図やグラフなどからとらえ

る。

・単元の課題の設定を行う。

○

・高い人口密度や発達した

交通網などを資料から確

認し、関東地方の特色をと

らえられるようにする。

◇関東地方に人口が集中し

ている理由について考え

ている。【発表・ﾜｰｸｼｰﾄ】

単元の課題：関東地方は他の地域とどのように結びついているのだろうか？
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展開

３

・

４

さまざまな地域と結びつく人々の

くらし①②③

「首都・東京と各地との結びつき」

「各地との結びつきで成り立つ

産業」

「世界への窓口・日本の中心」

・首都東京は他の地域や世界とど

のように結びついているのかを

多面的にとらえる。

●エキスパート活動

・３つの資料について読み込み、

内容をまとめる。

・個人→グループの順で考える。

Ａ：関東地方の中での結びつき

Ｂ：日本各地との結びつき

Ｃ：世界各地との結びつき

●ジグソー活動

・３つの資料について内容を把握

し、課題について考える。

●クロストーク活動

・他の班の発表を聞き、さらに課

題に関する理解を深める。

・新キャッチコピーを作る。

・キャッチコピーを比較する。

○

・読み取りがスムーズに進

むように個別に指導して

いく。

○他の地域との結び付きに

ついて関心を持ち、その特

色を意欲的に追究しよう

としている。

【観察・ﾜｰｸｼｰﾄ】

○ ○

・積極的に話合いに参加で

きるような雰囲気を作り、

適切な助言を行う。

◇関東地方の地域的特色を

多面的・多角的にとらえ、

その過程や結果を適切に

表現している。

【発表・ﾜｰｸｼｰﾄ】

□さまざまな資料から関東

地方の地域的特色につい

ての情報を適切に選択し、

まとめている。

【発表・ﾜｰｸｼｰﾄ】

ま

と

め

５

「関東地方の学習をふり返って」

・これまで学習したことを相関図

にまとめる。
○

・自分で作ったキャッチコ

ピーをいかしたまとめが

行えるようにする。

☆学んだことから関東地方

の自然環境・人口・産業な

どの基礎的・基本的な知識

を身に付けている。

【相関図】

５ 本時の展開

→CoREF「知識構成型ジグソー法を用いた協調学習授業 授業案」に記載

課題：首都東京の特色をとらえよう。

知
識
構
成
型
ジ
グ
ソ
ー
法

課題：関東地方の特徴を他地域との結びつきに着目してまとめよう。
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東京大学 大学発教育支援コンソーシアム推進機構（CoREF）

知識構成型ジグソー法を用いた協調学習授業 授業案

学校名： 戸田市立笹目中学校 授業者： 尾畑 利都子

教材作成者： 尾畑 利都子

授業日時
平成２６年１０月１５日（水）

第５校時
教科・科目 社会科（地理的分野）

学年・年次 第２学年 生徒数 ３９人

実施内容 日本の諸地域 「関東地方」
本時／この内容を

扱う全時数
４／５

教科書及び

教科書会社
『新しい社会 地理』 東京書籍

授業のねらい（本時の授業を通じて生徒に何を身につけてほしいか、この後どんな学

習につなげるために行うか）
・関東地方の地域的特色を他地域との結び付きに着目し、多面的・多角的に捉え、その過程や結果

を適切に表現することができる。【思考・判断・表現】

・資料の内容を理解し、わかりやすくまとめ、仲間に伝える力を身に付ける。【技能】

メインの課題（授業の柱となる、ジグソー活動で取り組む課題）
・学習課題：「首都東京の特色をとらえよう」

・首都東京は、他の地域や世界とどのように結び付き、発展してきたのかを理解する。

生徒の既有知識・学習の予想（対象とする生徒が、授業前の段階で上記に対してどの

程度の答えを出すことができそうか。また、どの点で困難がありそうか。）
・東京都と隣接していることもあり、東京は身近な場所である。週末に出かけたり、家族が都内に

通勤・通学したりしている生徒も多い。また、小学校の時には社会科見学で国会議事堂などを見

学しており、体験と結び付けた学習が期待できる。ただし、知識は表面的なものが多く、観光・

娯楽に関することが中心であるので片寄りが見られる。

期待する解答の要素（本時の最後に生徒が上記の課題に答えるときに、話せるようになってほ

しいストーリー、答えに含まれていて欲しい要素。本時の学習内容を評価するための規準）

・東京都以外の関東では大量消費地である東京向けの農作物を作ったり、ベッドタウンとしての役

割を果たしたりしている。また、首都として日本の政治・経済・文化の中心を担っており、他の

都道府県とのつながりも深い。さらに、多くの多国籍企業の本社があったり、外国人登録者数が

多かったり外国との結び付きも強くなっている。このように、東京は他地域と結び付きながら発

展している都市である。

各エキスパート〈対象の生徒が授業の最後に期待する解答の要素を満たした解答を出

すために、各エキスパートで抑えたいポイント、そのために扱う内容・活動を書いて

ください〉
○Ａ：昼間・夜間人口の比較、２３区への通勤・通学者の様子、近郊農業の特徴など

東京と関東各県は人や物の交流が活発で、結び付きが強くなっている。

○Ｂ：交通網の発展、さまざまな機関の東京の占める割合、企業数など

東京は日本の首都であり、政治・経済・流通の中心である。また、東京を中心に放射線状

に広がる交通網が発達しており、他の都道府県ともつながりが強くなっている。

○Ｃ：成田国際空港の航空網、外国人登録者数の割合、日本の港湾別貿易額、外国企業数など

各国の人々や企業の多くが東京に進出するなど世界の国々とのつながりが深い。

ジグソーでわかったことを踏まえて次に取り組む課題・学習内容
・学習する前に作ったキャッチコピーと新たに作ったキャッチコピーを比較し、違いに気付く。

・関東地方の学習のまとめとして、結び付きを意識しながら相関図にまとめる。
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本時の学習と前後のつながり

時

間
取り扱う内容 到達してほしい目安

こ

れ

ま

で

九州地方

中国・四国地方

近畿地方

中部地方

環境をテーマに九州地方の特徴をつかむ

人口をテーマに中国・四国地方の特徴をつかむ。

歴史をテーマに近畿地方の特徴をつかむ。

産業をテーマに中部地方の特徴をつかむ。

前

時

さまざまな地域と結びつく人々のくらし

「首都東京の特色をとらえよう」

・エキスパート活動

３つの資料のうち、１つの資料の内容を十分に理

解し、自分の言葉で説明できる。

本

時

さまざまな地域と結びつく人々のくらし

「首都東京の特色をとらえよう」

・ジグソー活動

・クロストーク活動

３つの資料をふまえて東京の地域的特色をとら

える。

活動をいかして新たに東京のキャッチコピーを

作る。

次

時
関東地方の学習をふり返って 関東地方の地域的特色を相関図にまとめる。

こ

の

後

東北地方

北海道地方

生活・文化をテーマに東北地方の特徴をつかむ。

自然環境をテーマに北海道地方の特徴をつかむ。

上記の一連の学習で目指すゴール
日本や世界の地理的事象に対する関心を高め、広い視野に立って我が国の国土及び世界の諸地域の

地域的特色を考察し理解させ、地理的な見方や考え方の基礎を培い、我が国の国土及び世界の諸地

域に関する地理的認識を養うこと。

本時の学習活動デザイン（第３時～第４時の展開）

時間 学習活動 支援等

導入

１５分

展開

３５分

①前時までの復習をする。

②本時の課題を知る。

③東京のキャッチコピーを作る。

④エキスパート活動

Ａ：関東地方の中での結びつき

Ｂ：日本各地との結びつき

Ｃ：世界各地との結びつき

・各自エキスパート資料を読み取る。

・資料の大切なところに線を引く。

・エキスパート班で資料の内容を理解し、

ジグソー活動で説明できるように話合い

を深める。

・学習を進める上での基礎的事項を確認

する。

・東京のイメージからキャッチコピーを

考えさせ、発表させる。

・資料の内容を、要点をおさえて理解で

きるようにする。

・ジグソー活動では自分ひとりで資料の

内容を説明しなければならないことを

伝え、一人ひとりに責任感を持たせる。

・読み取りが進んでいない班はポイント

のヒントを与えるなど適切に支援す

る。

本時の課題：首都東京の特色をとらえよう。
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導入

１０分

展開

３０分

まとめ

１０分

⑤前時のエキスパート活動の確認。

・エキスパート班で資料内容の確認を行う。

⑥ジグソー活動。

・ジグソー班に分かれ、エキスパート活動

で読み取った資料について説明する。

・本時の課題を意識しながら東京の地域的

特色をとらえる。

・班ごとに課題の答えを黒板に書く。

⑦クロストーク活動。

・各グループで意見交換をする。

・課題の答えに対する理由も説明する。

⑧新たに東京のキャッチコピーを作る。

・各グループで出たキャッチコピーを参考

にしてもう一度キャッチコピー考える。

・以前に作ったものと比較してみる。

・自信を持って資料の内容を説明できる

ようにする。

・説明の仕方についてもわかりやすく指

導する。

・３つの資料の関連性に注目させながら

東京の地域的特色を考えるように助言

する。

・ワークシートにメモをするなど学ぶ姿

勢についても指導する。

・以前に作ったキャッチコピーと学習後

に作ったものをそれぞれ発表してもら

い、仲間はどのように変わったのかに

気付けるようにする。

グループや人数の組み方
・エキスパート活動・・・３人×９グループ ４人×３グループ（各資料４班に分ける）

・ジグソー活動・・・・・３人×１３グループ

・欠席がいた場合は適宜グループを調整するが、ジグソー活動の班は４人以内になるようにする。




